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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第１四半期連結
累計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

売上高（千円） 1,542,262

経常利益（千円） 53,576

四半期純利益（千円） 26,938

四半期包括利益（千円） 26,622

純資産額（千円） 3,948,816

総資産額（千円） 4,702,286

１株当たり四半期純利益金額

（円）
6.25

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額（円）
－

自己資本比率（％） 84.0

　（注）１．当社は、当第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前第１四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については記載しておりません。

２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

３．売上高には消費税及び地方消費税は含まれておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。なお、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

フランチャイズ契約

　当社は、当第１四半期連結会計期間において平成24年５月10日開催の取締役会の決議に基づき、当第１四半期連結

会計期間において開店いたしました大衆割烹「庄や」について株式会社大庄との間にフランチャイズ契約を締結

しております。

　上記フランチャイズ契約の概要は以下のとおりであります。

大庄ファミリー契約

(イ）契約の内容　　　　　株式会社大庄から庄やグループの商号・商標・サービスマーク・庄やグループの統一

されたイメージに基づいた店舗の設計、レイアウト、経営上のノウハウ及び加盟店

に対する一切の助成を受ける権利を取得するとともに、株式会社大庄に対して、共

同運営費等の支払い、食材等の指定品目の購入の義務を負う。また、メニューにつ

いても株式会社大庄の指定するメニューを使用しなければならない。ただし、最高

20品目のオリジナルメニューを作成し、顧客に提供することができる。

(ロ）契約の対象　　　　　株式会社大庄の運営する各種業態

(ハ）加盟金等　　　　　　加盟金　　　　　50万円

共同運営費

固定部分　　　　営業面積に対して一定額

変動部分　　　　本部よりの仕入金額に対して一定率

(ニ）契約期間　　　　　　契約締結日より３ヵ年間とする。（自動更新）

(ホ）更新料　　　　　　　３万円
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行って

おりません。　

　

(1）経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要を背景とした穏やかな景気の持ち直

しが見られるものの、欧州各国のデフォルトリスク等に伴う円高や世界経済の停滞、また国内経済についてもデフ

レ基調が依然として継続していることから、先行きが極めて不透明な状況で推移しております。

　外食業界におきましては、電気料金の値上げや消費税増税といった動きに敏感に反応した個人消費マインドが低

調となりつつあり、加えて、国家による食材の規制リスクや食材枯渇に伴う価格の高騰リスクといった状況も現出

しており、経営を取り巻く環境はさらに厳しい状況となっております。

　こうした状況の下、当社グループは既存店の活性化を図り、地域一番店を目指す方針に基づき、人材の発掘・登用

を積極的に行い、また「わざわざご来店いただいたお客様」に感謝するためのきめ細かい施策を継続して実施する

とともに、当第１四半期連結累計期間におきましては、「庄や」１店舗を開店するとともに、「庄や」１店舗を「や

るき茶屋」に業態変更いたしました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間末の店舗数は、大衆割烹「庄や」42店舗、「日本海庄や」38店舗、気楽な安ら

ぎ処「やるき茶屋」８店舗、カラオケルーム「うたうんだ村」８店舗、無国籍料理「KUSHI949KYU」１店舗、コー

ヒー専門店「ドトールコーヒーショップ」１店舗、旬菜・炭焼「炉辺」１店舗の合計99店舗となっております。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は売上高1,542,262千円、売上総利益は1,109,240千円、販売費及び

一般管理費については1,059,679千円となり、営業利益は49,561千円となりました。

　経常利益につきましては53,576千円となり、税金等調整前四半期純利益51,076千円となり、四半期純利益は26,938

千円となりました。

　なお、当社グループは、料理飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。　

 

(2）財政状態の分析

（資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は4,702,286千円となりました。このうち流動資産合計は1,795,011千円

となり、その主な内訳は現金及び預金1,622,164千円となっております。また、固定資産合計は2,906,830千円とな

り、その主な内訳は建物1,597,132千円、敷金及び保証金831,753千円となっております。

（負債の部）

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は753,469千円となりました。このうち流動負債は525,097千円となり、そ

の主な内訳は買掛金122,272千円、未払金179,052千円となっております。また、固定負債は228,372千円となり、その

主な内訳は資産除去債務156,452千円となっております。

（純資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は3,948,816千円となりました。その主な内訳は資本金275,100千円、資

本剰余金88,500千円、利益剰余金3,619,965千円となっております。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成24年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,351,308 4,351,308

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 4,351,308 4,351,308 ─ ─

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）　

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
─　 4,351 ─　 275,100 ─　 88,500

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    39,200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,307,600 43,076 －

単元未満株式 普通株式     4,508 － －

発行済株式総数 4,351,308 － －

総株主の議決権 － 43,076 －

 

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社かんなん

丸

埼玉県さいたま市

南区南浦和2-18-5
39,200 － 39,200 0.90

計 － 39,200 － 39,200 0.90

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当社は当第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載しておりませ

ん。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年７月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,622,164

売掛金 36,692

商品 77

原材料 32,557

前払費用 78,109

その他 25,411

流動資産合計 1,795,011

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,597,132

その他（純額） 331,606

有形固定資産合計 1,928,738

無形固定資産 14,596

投資その他の資産

敷金及び保証金 831,753

その他 180,870

貸倒引当金 △49,128

投資その他の資産合計 963,494

固定資産合計 2,906,830

繰延資産 445

資産合計 4,702,286

負債の部

流動負債

買掛金 122,272

短期借入金 10,000

1年内返済予定の長期借入金 49,127

未払法人税等 18,151

賞与引当金 10,800

その他 314,746

流動負債合計 525,097

固定負債

長期借入金 67,225

資産除去債務 156,452

その他 4,695

固定負債合計 228,372

負債合計 753,469
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 275,100

資本剰余金 88,500

利益剰余金 3,619,965

自己株式 △35,396

株主資本合計 3,948,168

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 647

その他の包括利益累計額合計 647

純資産合計 3,948,816

負債純資産合計 4,702,286
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 1,542,262

売上原価 433,021

売上総利益 1,109,240

販売費及び一般管理費 1,059,679

営業利益 49,561

営業外収益

受取利息 188

協賛金収入 1,718

受取祝金収入 1,300

その他 1,282

営業外収益合計 4,490

営業外費用

支払利息 315

貸倒引当金繰入額 137

その他 22

営業外費用合計 475

経常利益 53,576

特別損失

役員退職慰労金 2,500

特別損失合計 2,500

税金等調整前四半期純利益 51,076

法人税、住民税及び事業税 14,980

法人税等調整額 9,157

法人税等合計 24,138

少数株主損益調整前四半期純利益 26,938

四半期純利益 26,938
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 26,938

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △315

その他の包括利益合計 △315

四半期包括利益 26,622

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 26,622

少数株主に係る四半期包括利益 －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　連結の範囲の重要な変更　

　当第１四半期連結会計期間より、当社の非連結子会社でありました株式会社しんしん丸は重要性が増したため、連結

の範囲に含めております。　

　

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これによる当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
　
　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日）

　減価償却費 　75,102千円

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当の原資　
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成24年９月25日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 112,112 26平成24年６月30日平成24年９月26日

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、料理飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 6円25銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 26,938

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 26,938

普通株式の期中平均株式数（株） 4,312,016

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　当社は平成24年11月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議いたしました。　

１．自己株式の取得を行う理由　

　　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため。

　

２．取得に係る事項の内容

　(1）取得する株式の種類

　　　当社普通株式

　(2）取得する株式の総数

　　　550,000株（上限）

　　　（発行済株式総数（自己株式を除く）に占める割合12.76％）　

　(3）株式の取得価額の総額

　　　660,000千円（上限）

　(4）取得の期間

　　　平成24年11月14日から平成24年11月22日まで 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月13日

株式会社かんなん丸

取締役会　御中

アスカ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　大丸　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 若尾　典邦　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社かんなん

丸の平成24年７月１日から平成25年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平

成24年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年７月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。 

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

　

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社かんなん丸及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。 

　

強調事項　

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成24年11月13日開催の取締役会において、自己株式の取得を決議し

ている。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。　

　

EDINET提出書類

株式会社かんなん丸(E03306)

四半期報告書

15/16



利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しています。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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